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第６回 日中高等教育フォーラム
グローバル化時代の大学
―大学教育・管理運営・国際化―
2013年８月27-28日開催
発表者・一般参加者募集
日本高等教育学会と中国高等教育学会高等教育学専業委員会は、2003年以来、2年ごとに、日中高等教育フォーラムを共同開催してまいりました。今回、2013年8月27日（火）および28日（水）に同志社大学寒梅館において、第６回日中高等教育フォーラムを開催いたします。つきましては、下記により日本側発表者および一般参加者（オブザーバー）の募集をいたします。
今回は、「グローバル化時代の大学」をメインテーマとし、サブテーマとして、「大学教育」、「管理運営」、「国際化」を設定しました。社会の変化にともなって、大学の教育、管理運営、国際化はいかに変容してきたか、また大学にはさらに何が求められているかについて、両国からの研究発表を基に議論を深めます。会員各位の積極的なご参加を期待しております。
記
１．応募資格
　　　日本高等教育学会の2013年度会費を納入し、大会での発表資格のある会員。
２．募集内容　
　　　研究発表：8件程度（1件あたり発表20分＋討議5分・共同発表も可とします。）
一般参加者：18名程度
３．応募締め切り
　　　2013年6月10日（月）必着
４．提出書類および提出先
学会ウェブサイト(www.gakkai.ne.jp/jaher)掲載の参加応募フォームに記入したものをメール添付で、日本高等教育学会事務局までお送りください。
	日本高等教育学会事務局（東京大学大学総合教育研究センター内）Email：jaher@he.u-tokyo.ac.jp


５．研究発表者および一般参加者の採用決定
実行委員会の選考を経た後、6月下旬までに本人（代表者）に通知します。研究発表者として採用の場合は8月10日(土)までに、フル・ペーパー（日本語・中国語の場合5,000字、英語の場合3,000語）と発表資料（パワーポイント等）を広島大学高等教育開発センターあてお送りいただきます。
	研究発表の使用言語は日本語・中国語・英語のいずれかとします。討議には逐次通訳を用意しますが発表に通訳はつきませんので、発表資料を日英・日中・中英併記にするなど対応をお願いします。


６．その他
応募の際には、学会ウェブサイト掲載の「第6回日中高等教育フォーラム開催要項」を参考にしてください。お問い合わせは上記日本高等教育学会事務局までメールでお願いします。なお、大会当日参加費（昼食代・資料代）を適宜徴収いたしますことをお含み置きください。また大会会場までの旅費・宿泊費は参加者においてご負担いただきます。
以上
第6回 日中高等教育フォーラム（2013年8月27-28日）参加応募フォーム
	氏名
（共同発表の場合は代表者に○）
	

	所属・職名
（共同発表の場合は代表者のみ）
	

	連絡先
（共同発表の場合は代表者のみ）

	〒
電話番号：
メールアドレス：

	参加形態
	　　研究発表　　　　　一般参加　　（いずれかに○）

	発表タイトル
および要旨
（一般参加の場合は記入不要）
	（タイトル）
（要旨　300字程度）


	使用言語

	（研究発表に応募の場合、主たる使用言語を日本語・中国語・英語から選んでください）

	応募フォーム記入日
	


※一般参加の場合はこのフォームで複数会員の応募をすることはできません。

※大会当日参加費（昼食代・資料代）を適宜徴収いたしますことをお含み置きください。
※大会会場までの旅費・宿泊費は参加者においてご負担ください。
（別添）
第６回日中高等教育フォーラム　開催要項
2013年５月２５日現在
概要
テーマ
グローバル化時代の大学　サブテーマとして、「教育、管理運営と国際化」
主催
主催：日本高等教育学会、中国高教学会高等教育学専業委員会
共催：同志社大学高等教育・学生研究センター
後援：同志社大学社会学部
日時・場所
　2013年8月27（火）−28（水）
　同志社大学　今出川校地　寒梅館
参加者
　正式参加者［発表者］：中国側　８人　日本側８人
　オブザーバー：約30人　（中国側　12人程度　日本側18人程度）
実行委員会の発足と体制
委員長　山田礼子　国際委員長
オブザーバー　金子元久　学会長
実行委員　小林雅之　事務局長
　　　　　山本眞一、荒井克弘、丸山文裕、夏目達也、黄福涛、森利枝、米澤彰純、劉文君、李敏
　　　　　
　　　　　中国側との連絡：黄福涛、李敏
　その他、必要に応じて通訳等委員に加える
発表者の決定
　　日本側発表者の募集と選定
　　　要項と実行委員会設置について、国際委員会での了承、理事会での了承の後、学会ホームページで発表者を募集。
　　　６月初旬しめきり。実行委員会で審査。適当な候補がいない場合は、実行委員会が依頼。
日本側司会（コメンテーター）
　　　実行委員会が依頼
中国側　
　　　プログラム案を示して、中国側に選定を依頼
発表
　1件20分＋質疑5分（発表には通訳はつけず、質疑のみつける）
　言語、日本語、中国語、英語（日本語と中国語の場合には、要旨は日本語と中国語を作成、発表については各自の工夫（パワーポイント資料に日中、日英、中英など併記など）
発表資料
　発表資料については、大会2週間前までに、ペーパーとＰＰＴを提出、広島大学高等教育研究開発センターにて印刷、同志社大学へ送付
通訳・事務組織
　実行委員会が依頼、監督
実施手順
4月中旬に国際委員会で開催要項（案）を了承、理事会回議で開催要項（案）を報告の上、審議、了承、実行委員会メンバー決定、予算案決定。
　中国側に通知。　日本側発表者を募集（ホームページ、メール）
5月24日（金）理事会でプログラム大綱決定、実行委員会の承認、
　大会資料に公募のチラシを加える。
5月25日（土）12時−13時　実行委員会
　
　ホームページに掲載　メールで出席希望のうけつけ
6月10日発表者・参加者申し込み受け付け締切
　発表者に確認
　プログラム最終案を理事会もちまわりで承認
7月上旬　理事会の際に実行委員会開催
8月10日　発表資料提出締切
追加資料
日程
8月26日（月曜日）
　中国側参加者　到着　京都ガーデンパレス宿泊　登録
8月27日（火曜日）日中高等教育フォーラム開催、（基調講演？）発表、懇親会
８月28日（水曜日）午前　発表及び総括　中国側参加者　同志社大学ラーニング・コモンズ視察、市内観光（昼食については後日検討）
８月29日（木曜日）　中国側参加者帰国

